
□愛工大における現状□

14 本の RC柱壁が室内に配置され
　　　　　　多様な” 空間” を創り出す

〈壁柱がつくる多様な場〉
厚さ 200mm、高さ 6500mmの薄い壁柱の幅が四箇所に注
意深く配置されている。
メディア図書エリア、展示エリア、多目的ホール（大）、
多目的ホール（小）、アトリエといったそれぞれのプログ
ラムにおける機能性を担保しながら様々な使い方を提供
し、お互いの活動が繋がるような空間を創り出す。

・壁柱で「囲みながら開く」システム
・中心を作らない構成
・廊下を作らない教養部
・閉じた空間を持たない建築
・お互いが見え隠れする建築
・オープンスペースのある建築

・ホール
・メディア図書
・カフェ
・トイレ
・自習室
・会議室
・アトリエ
・オフィス
・仮眠室　　　　　　　etc...

②ボリュームを出す ③敷地の傾斜を活かした屋根を作り、
坂道の流れのまま人が入りやすい形に

①敷地を理解する ④機能をつける
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愛工大の中心に配置されている為
四方向から入れるように配置。

N

□配置 □ダイアグラム □立体□ □ □ □機能□

太陽光パネル

☀

回転ルーバー

室内

外

⤴⤴ ⤴⤴ ⤴⤴ ⤴⤴

電子パネル

太陽光パネル

全ての柱（構造体）
に電子パネルが組み
込めれており、
その日のその時のリ
アルタイムの情報が
表示される。

吹き抜けの数と同じ 5枚
の大きな電子パネルが電
力を作る。

愛工大の中心に建つ E棟は” 環境教育” を主に設計された新しいラーニングメディ
ア施設です。愛工大をイメージしてAI と自然の両方を取り入れたデザインに ...。
施設を支える柱は建物の構造体となっており、さらに柱に電子パネルを埋め込む
ことで自然とその日の環境情報などが目に付くため利用者全体が環境に対する意
識が高まります。
5つの大きな吹き抜けの上にあるソーラーパネルで蓄電された電力は施設全体を
明るく照らし自給自足のエコライフ施設として存在します。
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愛工大の全ての学科の力が合わさることで、新しい
施設ができると考えました。
環境面では、建築学科・土木学科・バイオ化学学科
AI 面では、電気学科・電子学科・情報学科
それぞれの学科の考え方が交わることで、第四次産
業革命が起きると思います。
大学という場を有効活用して、「作業」から「思考」
へと基本的な概念が根本的に変化すると信じ、各分
野の専門知識と最新技術、研究がこの施設では融合
します。

陽だまりともやい
～環境教育E棟～
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建築概要

・建築面積　　　　　　1300㎡
・敷地面積　　　　　　5400㎡
・延べ床面積　　　　　1700㎡
・階数　　　　　　　　地下一階,地上一階
・構造　　　　　　　　RC造

・住所

愛知県豊田市八草町八千草1247
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屋根伏せ図

壁と吹き抜けで緩やかに空間を創り出す

利用者が自発的に自由に活動できる廊下のないオープンスペース

公共性を持った公園のようなシェアをする場
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南側立面図
東側立面図

A-A” 断面図

B-B” 断面図


